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〈
書
評
〉王
雪
松

『
節
奏
与
中
国
現
代
詩
歌
』

（
中
国
杜
会
科
学
出
版
社

二
0
二
ニ
年

喬
総
三
八
四
頁
）

一
、
は
じ
め
に

五
四
運
動
及
び
白
話
文
運
動
以
降
の
「
新
詩
」
は
、
生
ま
れ
て
以
来
そ
の
形
式
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
い
て
き
た
。
中
国
現
代
詩
、
つ

ま
り
口
語
の
新
詩
は
何
に
よ
っ
て
「
詩
」
と
な
る
の
か
？
こ
の
問
い
は
自
明
な
も
の
で
は
な
い
。
百
年
以
上
に
わ
た
る
新
詩
の
創
作

と
読
解
の
歴
史
に
は
、
反
省
す
べ
き
集
団
的
無
意
識
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
新
詩
に
は
固
定
さ
れ
た
基
準
が
な
く
、
形
式
的
な
制
約

を
必
要
と
せ
ず
、
言
語
の
面
で
は
完
全
に
自
由
だ
か
ら
だ
。
自
由
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
人
が
新
詩
の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
低
い
と

誤
解
し
て
い
る
。
詩
の
境
界
は
ま
す
ま
す
曖
昧
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
新
詩
の
正
当
性
が
問
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
新
詩
を
め
ぐ
る
状
況
を
背
景
に
、
王
雪
松
の
著
書
『
節
奏
与
中
国
現
代
詩
歌
（
リ
ズ
ム
と
中
国
現
代
詩
歌
）
』
（
中
国
社
会

科
学
出
版
社
、
二

0
二
ニ
年
）
は
新
詩
の
「
リ
ズ
ム
」
と
い
う
要
素
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
概
念
や
形
態
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
で
新
詩

の
本
質
を
よ
り
明
確
か
つ
深
く
見
出
そ
う
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
王
は
詩
歌
の
性
質
、
構
造
、
形
態
、
機
能
な
ど
の
観
点
か
ら
、
中
国
現
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説

明
し
、
中
国
現
代
詩
の
歴
史
に
お
け
る
代
表
的
な
リ
ズ
ム
に
関
す
る
詩
論
と
創
作
実
践
を
取
り
上
げ
た
。
本
書
は
理
論
の
ま
と
め
、
テ

亜

寧
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各
章
全
て
に
つ
い
て
網
羅
的
な
批
評
を
行
う
の
は
評
者
の
手
に
余
る
た
め
、
以
下
で
は
、
評
者
の
関
心
に
従
い
な
が
ら
四
つ
の
観
点

か
ら
本
書
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

二
、
中
国
現
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
概
念
の
究
明
と
再
考

本
書
は
先
行
研
究
を
整
理
し
た
上
で
、
リ
ズ
ム
の
定
義
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
入
り
交
じ
っ
て
い
て
、
統
一
す
る
の
は
難
し
い
と
す

第
六
章

第
七
章

第
五
章

情
緒
リ
ズ
ム
論

調
和
リ
ズ
ム
論

比
較
の
視
点
か
ら
見
た
現
代
詩
の
リ
ズ
ム

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

現
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
本
質

ク
ス
ト
の
精
読
、
形
態
の
比
較
と
い
う
形
で
新
詩
を
検
討
し
、
分
析
す
る
。
ま
た
、
中
国
現
代
詩
の
リ
ズ
ム
を
比
較
の
観
点
か
ら
と
ら

え
、
新
詩
の
普
及
と
受
容
と
い
う
文
脈
の
中
で
、
国
内
外
の
詩
歌
リ
ズ
ム
の
伝
統
の
継
承
と
変
容
を
探
る
。
概
念
論
、
歴
史
論
、
比
較

論
の
三
つ
を
通
し
て
、
新
詩
リ
ズ
ム
を
現
代
新
詩
の
普
及
と
受
容
の
文
脈
に
位
置
づ
け
、
理
論
体
系
と
解
釈
の
基
盤
を
構
築
し
ょ
う
と

す
る
本
書
は
以
下
の
七
章
に
分
か
れ
て
い
る
。

現
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
形
式
と
機
能
（
上
）

現
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
形
式
と
機
能
（
下
）

自
然
音
節
リ
ズ
ム
論
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る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
著
者
は
ま
ず
新
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
概
念
の
解
明
を
目
指
す
。
「
リ
ズ
ム
↓
詩
の
リ
ズ
ム
↓
中

国
現
代
詩
の
リ
ズ
ム
」
と
い
う
三
段
階
を
一
歩
ず
つ
進
む
こ
と
で
、
新
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
よ
り
統
一
的
な
概
念
体
系
を

確
立
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
初
め
に
五
四
運
動
以
降
の
近
代
文
学
に
お
け
る
「
リ
ズ
ム
」
に
関
連
す
る
用
語
の
使
用
状
況
を
分
析
し
た
の
ち
、
「
リ
ズ
ム
」
と

い
う
概
念
は
広
義
で
は
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
と
自
然
現
象
に
対
し
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
狭
義
で
は
言
語
学
と
詩

学
の
分
野
で
相
違
点
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
二
段
階
で
は
、
隣
接
し
た
概
念
と
比
較
す
る
こ
と
で
「
詩
の
リ
ズ
ム
」
を
定
義
す
る
。
詩
の
リ
ズ
ム
は
音
楽
の
リ
ズ
ム
と
関
係
し

て
い
る
が
、
「
音
楽
」
を
詩
の
「
音
楽
性
」
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
詩
の
「
音
楽
性
」
の
物
質
的
基
礎
は
「
音
声
」
で
あ
り
、
し
か

も
詩
情
（
詩
の
感
情
）
と
詩
意
（
詩
の
気
韻
）
と
共
生
し
て
い
る
た
め
に
、
自
由
度
が
高
い
か
ら
だ
。
詩
の
朗
読
は
テ
ク
ス
ト
を
物
理

的
な
声
に
変
換
す
る
実
践
で
あ
り
、
著
者
は
朗
読
を
通
じ
て
詩
の
リ
ズ
ム
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
音
声
リ
ズ
ム
の
他
に
、
視
覚
的
、

感
情
的
、
生
理
的
、
思
考
的
リ
ズ
ム
も
ま
た
詩
の
リ
ズ
ム
の
一
部
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。

第
三
段
階
「
中
国
の
現
代
詩
の
リ
ズ
ム
」
で
は
、
中
国
語
の
音
節
数
、
押
韻
、
声
調
（
平
仄
）
を
挙
げ
て
リ
ズ
ム
の
「
中
国
的
」
特

徴
を
指
し
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
現
代
中
国
語
は
平
仄
と
押
韻
の
属
性
を
さ
ら
に
曖
昧
に
し
、
押
韻
や
対
旬
な
ど
の
単
一
な
リ
ズ
ム
要

素
を
弱
め
た
た
め
、
詩
は
組
織
構
造
に
よ
っ
て
総
合
的
で
複
雑
な
リ
ズ
ム
の
美
感
を
呈
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

最
終
的
に
、
本
書
は
中
国
現
代
詩
の
リ
ズ
ム
を
「
現
代
漢
語
の
詩
歌
が
創
作
、
伝
播
、
受
容
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
音
声
、
語
体
、

語
形
、
語
意
、
情
緒
（
感
情
）
、
生
理
な
ど
の
顕
著
な
要
素
が
ほ
ぽ
規
則
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
言
語
の
感
知
現
象
」
と
定
義
し
、
そ
の
中

心
は
「
緩
急
型
の
リ
ズ
ム
」
（
文
の
中
の
音
節
の
結
び
つ
き
の
緩
急
）
で
あ
る
と
す
る
。
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
音
声
リ
ズ
ム
と
語
形
リ
ズ

ム
は
中
国
現
代
詩
の
表
層
で
あ
り
（
外
的
リ
ズ
ム
）
、
創
作
と
受
容
に
お
け
る
生
理
、
情
緒
、
語
意
の
リ
ズ
ム
は
潜
在
的
な
刺
激
と
影
響
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三
、
中
国
新
詩
リ
ズ
ム
の
「
現
代
的
」
特
徴
に
対
す
る
究
明

を
与
え
る
内
的
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
な
る
。

下
之
琳
は
、
「
リ
ズ
ム
は
、
す
な
わ
ち
一
定
の
時
間
な
さ
れ
る
反
復
で
あ
る
」
と
言
う
。
陳
本
益
に
よ
れ
ば
、
「
リ
ズ
ム
と
は
、
一
定
の

時
間
間
隔
に
お
け
る
あ
る
種
の
反
復
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
理
論
と
比
較
す
る
と
、
王
雪
松
は
新
詩
リ
ズ
ム
の
概
念
の
内
包
を
変
え

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
主
に
定
義
の
拡
張
を
行
い
、
リ
ズ
ム
理
論
体
系
の
内
部
構
造
を
調
整
し
た
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
近
代

中
国
の
文
脈
に
お
け
る
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
が
曖
昧
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
背
景
に
、
本
書
は
リ
ズ
ム
概
念
の
柔
軟
性
、
そ
し

て
詩
の
構
造
の
中
の
連
動
性
と
総
合
性
を
強
調
し
、
新
詩
リ
ズ
ム
の
性
質
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
る
。

周
知
の
通
り
、
新
詩
の
中
で
は
平
仄
、
押
韻
、
対
句
と
い
っ
た
形
式
的
要
素
が
弱
ま
っ
て
い
る
の
で
、
模
範
と
な
る
よ
う
な
格
律
の

規
則
は
な
か
な
か
成
立
し
な
い
。
強
く
型
に
は
め
ら
れ
た
「
格
律
」
は
、
新
詩
に
と
っ
て
は
す
で
に
「
歴
史
的
概
念
」
と
な
っ
た
と
言

え
る
。
王
雪
松
の
研
究
は
、
そ
れ
ま
で
「
格
律
」
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
た
「
リ
ズ
ム
」
を
解
放
し
、
よ
り
詩
学
的
な
機
能
（
新
詩

の
構
成
、
批
評
の
役
割
）
を
担
わ
せ
る
と
い
う
意
義
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
リ
ズ
ム
の
原
理
に
つ
い
て
、
本
書
は
現
代
の
音
声
学
実
験
と
言
語
学
研
究
の
成
果
を
基
に
物
理
学
に
近
い
分
析
を
行
い
、

よ
り
科
学
的
か
つ
客
観
的
に
リ
ズ
ム
の
本
質
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
著
者
は
詩
の
リ
ズ
ム
を
心
理
的
現
実
を
伴
う
一
種

の
知
覚
的
経
験
と
主
張
し
、
そ
れ
が
人
間
の
呼
吸
リ
ズ
ム
、
記
憶
の
方
式
、
視
覚
パ
タ
ー
ン
、
聴
く
習
慣
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と

論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
リ
ズ
ム
の
概
念
を
、
音
声
か
ら
視
覚
、
生
理
、
感
情
、
思
考
へ
と
拡
大
す
る
た
め
に
理
論
的
基
礎
を
与
え
て

く
れ
る
主
張
だ
と
言
え
る
。

本
書
の
も
う
―
つ
の
重
要
な
成
果
は
、
リ
ズ
ム
の
形
態
と
機
能
を
見
直
し
た
こ
と
に
あ
る
。
著
者
は
組
織
構
造
と
外
見
（
主
に
音
節
、
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音
歩
、
詩
行
、
詩
篇
に
分
け
ら
れ
る
）
、
運
動
形
態
（
突
出
形
態
、
結
合
形
態
、
交
錯
形
態
、
反
復
形
態
な
ど
）
、
具
体
的
な
リ
ズ
ム
の
形

態
（
音
声
リ
ズ
ム
、
語
義
リ
ズ
ム
、
語
形
リ
ズ
ム
な
ど
）
と
い
う
三
つ
の
角
度
か
ら
新
詩
リ
ズ
ム
の
形
態
を
非
常
に
詳
細
に
分
類
し
て

い
る
。
そ
し
て
新
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
機
能
に
つ
い
て
、
主
に
詩
的
構
想
に
対
す
る
影
響
、
詩
型
の
構
築
と
詩
の
精
神
の
凝
集
に
対

す
る
影
響
、
ま
た
リ
ズ
ム
が
美
意
識
を
引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
押
韻
や
重
複
と
い
っ
た
特
定
の
リ
ズ
ム
要

素
が
も
た
ら
す
美
的
効
果
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
い
る
。

新
詩
の
リ
ズ
ム
の
形
式
と
機
能
に
つ
い
て
の
説
明
に
加
え
、
新
詩
の
リ
ズ
ム
の
「
現
代
的
」
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
本
書
の

意
義
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
著
者
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
そ
の
特
徴
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

一
点
目
は
、
現
代
中
国
語
が
新
詩
の
リ
ズ
ム
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
虚
詞
の
多
用
は
詩
の
リ
ズ

ム
単
位
の
分
割
に
影
響
を
与
え
て
詩
の
軽
重
の
リ
ズ
ム
を
強
め
た
し
、
現
代
中
国
語
の
二
重
母
音
化
の
傾
向
が
、
対
称
あ
る
い
は
参
差

の
詩
行
を
産
ん
だ
。

二
点
目
は
、
新
詩
の
伝
播
様
式
、
媒
体
、
形
式
が
新
詩
の
リ
ズ
ム
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。
近
代
的
な
出
版
•
印
刷
技
術
に
依
存
す

る
こ
と
で
、
新
詩
は
徐
々
に
縦
組
み
か
ら
横
組
み
に
変
換
さ
れ
、
改
行
、
近
代
的
な
旬
読
点
、
フ
ォ
ン
ト
、
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
な
ど
の

視
覚
的
手
段
を
十
分
に
活
用
し
て
詩
の
形
式
を
形
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
著
者
は
、
そ
れ
が
現
代
詩
の
リ
ズ
ム
の
構
成
の
形
、
表
現
様

態
、
そ
し
て
受
容
パ
タ
ー
ン
に
深
く
影
響
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

三
点
目
は
、
古
今
比
較
の
観
点
か
ら
新
詩
リ
ズ
ム
の
古
典
詩
に
対
す
る
継
承
と
変
容
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
語
と
英
語
は

音
節
の
長
短
、
軽
重
な
ど
の
特
徴
に
お
い
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
た
め
、
英
詩
の
リ
ズ
ム
単
位
で
あ
る
「
節
」
(

s

ta
n
z
a
)
、
「
拍
」

(
b
e
a
ts)

、

「
音
歩
」
(
f
oo
t
)
な
ど
の
概
念
を
完
全
に
は
新
詩
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
新
詩
の
研
究
者
た
ち
は
古
典
詩
の
リ
ズ

ム
の
規
則
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。
例
え
ば
林
庚
は
、
古
典
詩
の
各
詩
行
は
中
央
の
「
逗
」
に
よ
っ
て
均
等
に
二
分
さ
れ
る
普
遍
的
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規
則
を
有
す
る
と
認
め
、
新
詩
も
こ
の
よ
う
な
「
半
逗
律
」
に
従
う
べ
き
だ
と
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
之
琳
は
古
詩
の
対
偶
形
式

か
ら
影
響
を
受
け
、
「
参
差
均
衡
律
」
と
い
う
音
歩
の
組
み
合
わ
せ
の
方
法
を
提
案
し
、
新
詩
の
中
に
古
典
的
リ
ズ
ム
の
美
し
さ
を
再
現

し
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
新
詩
に
吸
収
さ
れ
た
古
典
詩
の
格
律
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
。
古
典
詩
は
音
数
、
平
仄
、
押
飽
の
規
則

と
い
う
「
律
化
」
の
方
向
に
沿
っ
て
厳
格
な
規
則
を
構
築
し
た
が
、
新
詩
リ
ズ
ム
の
構
築
で
は
、
音
律
の
リ
ズ
ム
が
も
は
や
主
導
的
で

は
な
く
な
り
、
押
韻
の
規
則
は
簡
単
、
柔
軟
に
な
っ
た
。

リ
ズ
ム
の
形
態
に
つ
い
て
、
本
書
は
漢
詩
の
様
々
な
形
式
的
要
素
、
例
え
ば
漢
字
、
音
節
、
押
韻
、
改
行
、
旬
読
点
、
虚
詞
な
ど
を

関
連
さ
せ
、
詩
体
系
に
お
け
る
リ
ズ
ム
が
占
め
る
特
別
な
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
リ
ズ
ム
と
は
詩
歌
の
視
覚
、
聴
覚
、

意
義
、
感
情
の
接
続
点
と
し
て
詩
歌
の
形
式
に
つ
い
て
多
く
の
要
素
を
統
合
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詩
の
活
力
を
損
わ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

四
、
中
国
現
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
構
築
史
の
再
検
討

本
書
は
新
詩
の
発
展
史
に
お
け
る
代
表
的
な
リ
ズ
ム
論
と
し
て
、
胡
適
ら
の
「
自
然
音
節
」
論
、
郭
沫
若
と
戴
望
舒
を
代
表
的
論
者

と
す
る
「
情
緒
リ
ズ
ム
」
、
新
月
派
の
「
協
和
リ
ズ
ム
」
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
た
。
こ
う
し
た
過
去
の
理
論
に
対
す
る
整
理
と
評
価
が

本
書
の
三
つ
目
の
重
要
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

著
者
は
ま
ず
「
自
然
と
自
由
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
自
然
音
節
」
リ
ズ
ム
論
の
代
表
的
主
張
と
創
作
実
践
を
詳
し
く
分
析
す
る
。

胡
適
は
韻
律
と
平
仄
の
自
由
、
意
味
と
文
法
の
自
然
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
康
白
情
と
愈
平
伯
は
主
観
的
感
情
の
表
現
を
重
視
し
て
い

る
。
創
作
面
に
お
い
て
、
「
自
然
音
節
」
リ
ズ
ム
の
構
築
に
は
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、
一
っ
は
音
節
の
実
験
や
対
旬
の
運
用
な
ど

を
代
表
と
す
る
伝
統
の
改
造
で
あ
る
が
、
も
う
一
っ
は
散
文
的
な
語
音
リ
ズ
ム
や
欧
化
の
語
体
リ
ズ
ム
な
ど
、
西
洋
を
受
容
す
る
試
み
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で
あ
っ
た
。

ま
た
、
郭
沫
若
と
載
望
舒
の
「
情
緒
リ
ズ
ム
」
論
を
取
り
上
げ
、
「
詩
は
感
情
の
自
然
な
起
伏
を
ま
っ
す
ぐ
に
書
く
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
郭
の
考
え
と
「
詩
が
感
情
の
抑
揚
を
婉
曲
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
戴
の
主
張
を
ま
と
め
た
。
著
者
は
郭
沫
若
と
戴

望
舒
が
「
情
緒
リ
ズ
ム
」
を
重
視
し
、
常
に
詩
の
「
情
緒
」
即
ち
詩
の
内
的
リ
ズ
ム
を
最
優
先
に
考
え
て
い
る
が
、
詩
形
、
押
韻
と
い
っ

た
外
的
リ
ズ
ム
を
排
除
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
し
、
郭
と
戴
の
こ
う
し
た
創
作
活
動
は
詩
の
内
的
リ
ズ
ム
と
外
的
リ
ズ
ム
が
互
い

に
影
響
し
合
い
、
互
い
に
制
約
し
合
う
関
係
を
裏
付
け
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

最
後
に
、
「
協
和
リ
ズ
ム
」
論
の
代
表
で
あ
る
新
月
派
詩
人
に
つ
い
て
表
面
的
な
美
し
い
詞
藻
あ
る
い
は
律
動
的
な
音
韻
に
比
べ
、
彼

ら
が
重
ん
じ
た
の
は
「
音
節
の
流
れ
」
と
「
有
機
的
全
体
性
」
と
い
う
美
的
追
求
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
月
派
詩

人
が
新
詩
の
リ
ズ
ム
に
与
え
た
二
つ
の
貢
献
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
―
つ
は
新
た
な
「
ル
ー
ル
」
を
確
立
し
、

新
た
な
趣
味
を
育
成
す
る
美
学
的
な
追
求
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
技
術
的
な
面
か
ら
多
く
の
構
想
と
詩
体
の
実
験
を
提
案
し
、
抽
象
的

な
詩
論
を
現
実
の
創
作
と
し
て
実
践
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

新
詩
史
に
お
け
る
代
表
的
な
リ
ズ
ム
概
念
を
ま
と
め
た
本
書
を
通
し
て
、
リ
ズ
ム
概
念
の
変
遷
は
一
種
の
構
造
「
装
置
」
で
あ
り
、

各
時
代
に
お
け
る
詩
人
や
理
論
家
た
ち
の
「
詩
」
の
本
質
に
対
す
る
把
握
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
模
索
期
の
新
詩
に

お
け
る
文
言
と
白
話
、
新
と
旧
、
格
律
と
自
由
の
間
の
緊
張
感
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
現
代
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
概
念

や
形
式
は
、
発
見
さ
れ
た
り
進
化
を
待
っ
た
り
す
る
既
成
の
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
に
よ
っ
て
徐
々
に
構
築
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
新
詩
」
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
構
想
が
互
い
に
競
争
あ
る
い
は
交

渉
し
た
結
果
と
し
て
、
異
な
る
美
的
傾
向
や
、
思
考
．
感
覚
方
式
を
重
ん
じ
る
新
詩
特
有
の
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

歴
史
の
現
場
に
戻
り
、
早
期
の
現
代
中
国
語
の
詩
歌
の
文
脈
か
ら
リ
ズ
ム
の
発
生
を
探
求
す
る
こ
と
で
、
共
時
的
な
観
点
か
ら
新
詩
の
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発
展
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
形
成
さ
れ
た
リ
ズ
ム
の
美
的
空
間
を
切
り
開
き
、
当
時
の
知
識
人
が
ど
の
よ
う
に
新
詩
の
美
を
形
作
っ
た

の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

五
、
中
国
現
代
詩
の
リ
ズ
ム
を
考
察
す
る
存
在
論
的
意
義
と
現
実
的
意
義

著
者
に
よ
る
新
詩
リ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
は
、
現
代
新
詩
の
創
作
と
批
評
の
た
め
の
理
論
体
系
と
解
釈
基
盤
を
確
立
す
る
試
み
で
あ

り
、
一
定
の
実
践
的
意
義
を
持
つ
と
言
え
る
。
新
詩
の
文
体
に
本
質
的
な
形
を
見
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
形
は
新
詩
の
文
体
を

普
遍
的
に
反
映
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
詩
を
旧
詩
や
散
文
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
独
立
性
と
合
理
性
を
獲
得
さ
せ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
新
詩
の
「
リ
ズ
ム
」
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
著
者
の
試
み
は
、
新
詩
誕
生
以
来
の
「
形
式

上
の
不
安
」
に
対
す
る
一
種
の
応
答
、
あ
る
い
は
突
破
口
と
言
え
る
。

新
詩
の
リ
ズ
ム
体
系
に
関
す
る
本
書
の
考
察
は
か
な
り
充
実
し
た
も
の
だ
が
、
い
く
つ
か
の
部
分
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る

余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
具
体
的
な
例
と
し
て
、
聴
覚
リ
ズ
ム
と
視
覚
リ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
る
の
に
暗
唱
の

リ
ズ
ム
と
黙
読
の
リ
ズ
ム
と
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
解
明
が
待
た
せ
る
。

総
じ
て
、
本
書
は
新
詩
リ
ズ
ム
に
関
す
る
理
論
体
系
と
解
釈
の
基
盤
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
践
的
意
義
を
有
す
る

と
と
も
に
近
年
の
新
詩
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
研
究
に
お
け
る
重
要
な
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
今
後
、
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
が
さ
ら
に

活
発
化
し
、
新
詩
研
究
に
ヒ
ン
ト
と
示
唆
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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(
-
)
王
雪
松
『
節
奏
与
中
国
現
代
詩
歌
』
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二

0
ニ
―
-
、
三
六
頁
。

（
二
）
「
節
奏
也
就
是
一
定
間
隔
里
的
某
釉
重
夏
」
下
之
琳
『
徐
志
摩
詩
集
・
序
』
、
四
川
人
民
出
版
社
、

（
三
）
「
節
奏
是
在
一
定
時
間
間
隔
里
的
某
神
形
式
的
反
夏
」
陳
本
益
『
漢
語
詩
歌
的
節
奏
』
、
重
慶
大
学
出
版
社
、
二

0
二
ニ
年
、
四
頁
。

注

（
き
ょ
う
あ
ね
い
・
神
戸
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

一
九
八
一
年
、
二
頁
。
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